
































































 第 3 回アンケート調査では、ゲート内サインデザインの提案を行うために、まず矢
印とタイポグラフィ（日本語、韓国語、英語、中国語）を項目とした。矢印は、世界
優秀の空港で広く使用されている ISO 規格、JIS 日本工業規格、IATA 国際航空運送協
会、IATA 国際航空運送協会変形型を対象とした。また、フォント（日本語、韓国語、
英語、中国語）は、各国で最も広く使用されている 7 つのフォントを対象とした。 
 また、調査の結果から、それぞれ 1 つの矢印、フォントが選定された。 
 第 4 回アンケート調査では、情報伝達の構成要素であるタイポグラフィ（構成、書
体、字間、行間、長体）、ピクトグラム（適用形態、位置及びサイズ）、色彩（地、書
体）、レイアウト（構成）、文字以外の形（有無及び適用形態）の好感度を項目とした。 
 また、アンケート調査から得た結果を踏まえて、福岡-釜山における共同サインデザ
インとの提案とプリンシプル確立を行った。 
 
第５章 考察 
 第5章では、考察とし、研究結果をもとにゲートサインのデザインプリンシプルを提
案した。その後、福岡と釜山の主要ゲート内においても段階的に拡大を目指していく。  
 最後に、研究の示唆と課題を述べ、今後の研究のための提言を行った。 
 
 
